
 

 

 

 

 

 

 

地方公共団体におけるエリア・ワンセグ活用に

関する調査研究 

ヒアリング調査報告書 

 

 

 

 

 

平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年３３３３月月月月    

    

財団法人財団法人財団法人財団法人    地方自治情報地方自治情報地方自治情報地方自治情報センターセンターセンターセンター    

 

 

平成２３年度 

研究開発事業 

（付録１） 



 
 



 
 

はじめに 

 

 今回の東日本大震災では多くの避難所が設置され、その多くは地方公共団体

の施設であった。避難所における情報・コミュニケーション支援については、

館内放送や掲示板による情報提供がされたが、放送時間や掲載スペース等に制

約もあり、伝えたい情報が伝えられない、知りたい情報が得られない、といっ

た問題もあげられている。ことさら被災時の情報・コミュニケーション支援は

生命財産にかかわるものであり、特に、視聴覚障がい者や外国人においては、

館内放送や掲示板だけでは限界があることから特段の配慮が求められている。 

 

 この解決策のひとつにエリア・ワンセグの活用が考えられる。避難所におけ

る情報は数百メートルの範囲で伝えられればよいものもあることから、エリ

ア・ワンセグは有効な情報・コミュニケーション支援ツールの一つになると考

えられるためである。特に、視聴覚障がい者や外国人への情報・コミュニケー

ション支援は、ボランティアが不可欠であり、エリア・ワンセグというテレビ

を使った字幕放送、解説放送、手話放送ができることは有効な補助ツールにな

りえると考えられる。また、ワンセグ端末による双方向通信を使って、避難所

ごとに異なるきめの細かい情報・コミュニケーション支援も期待される。(現在、

ワンセグチューナーは、テレビや携帯電話、スマートフォンのみならず、DS, 

PSPといったゲーム機にも搭載されている。) 

 

 本ヒアリング調査では、地方公共団体における避難所でのエリア・ワンセグ

の活用を調査研究する上で、避難所での情報・コミュニケーション支援に関す

る実態をより詳しく知り、その状況でエリア・ワンセグを活用することについ

ての見解を調査するため、避難所運営者である地方公共団体に実際にお会いし

お話を伺った。また、視聴覚障がい者に対する情報・コミュニケーション支援

については、日頃から視聴覚障がい者への情報提供・情報支援を行っている視

聴覚障がい者支援団体から、日々視聴覚障がい者と接しているからこそわかる

貴重なご意見をいただいた。 

 

本ヒアリング調査報告書が、避難所における一般及び視聴覚障がい者に対す

る情報コミュニケーション支援についての知識と理解を深める一助となり、地

方公共団体においてエリア・ワンセグ導入を検討する際の参考資料となること

を目標に、本調査報告書にその結果をまとめる。 
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第第第第１１１１章章章章    ヒヒヒヒアリングアリングアリングアリング調査概要調査概要調査概要調査概要とととと総括総括総括総括 

    

第１節 ヒアリング調査の概要 

 

 本ヒアリング調査は、「避難所運営におけるエリア・ワンセグの活用」をテー

マとした「地方公共団体におけるエリア・ワンセグ活用に関する調査研究業務」

（本調査研究）の調査研究の一環として執り行われた。 

本調査研究では、「現状の避難所における情報伝達には課題があり、その課題

に対する解決方策のひとつとして、エリア･ワンセグの活用が有効である」とい

う仮説を立て、本ヒアリング調査において、「避難所における情報・コミュニケ

ーション支援の現状」を把握するとともに、「避難所での情報・コミュニケーシ

ョン支援としてのエリア・ワンセグの有効性、運用性、保守性」について仮説

の検証を行った。 

 

 

１ ヒアリング調査目的 

 

 本ヒアリング調査の目的は次の通り。 

 

（１）「避難所における情報・コミュニケーション支援の現状」の把握 

 

本調査研究の仮説の検証において「避難所における情報・コミュニケ

ーション支援の現状」を把握するための地方公共団体及び障がい者支援

団体へのヒアリング調査。 

 

（２）「有効性」「運用性、保守性」の検証 

 

上記の現状を踏まえ、エリア・ワンセグの「有効性」「運用性、保守

性」について協議し、仮説を検証した上で、新たな課題を抽出。 

 

（３）「運用性」の評価 

 

実際にエリア・ワンセグ用コンテンツ制作作業を体験した地方公共団

体職員による「運用性」の評価。 
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２ ヒアリング対象 

 

 本ヒアリング調査では、次の団体の御協力を得てヒアリング調査を行った。 

 

（１）地方公共団体６団体 

本調査研究は運用主体として地方公共団体を想定したため、今回は特に、

新たな情報・コミュニケーション支援を実験、検討している地方公共団体

を中心にヒアリング調査を行った。 

 

表表表表１１１１－－－－１１１１    ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング調査対象調査対象調査対象調査対象「「「「地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体」」」」一覧一覧一覧一覧 

ﾋｱﾘﾝｸﾞ 

目的 
日程 団体名 背景 

宮城県 栗原市 

企画部 企画課 

平成２３年 

１０月２９日 

（土） 
※栗原市と慶應
義塾大学は、ホ
ワイトスペース
利活用としての
エリア限定ワン
セグを共同実証
実験中のため、
両者同席の上、
本ヒアリングを
実施。 

慶應義塾大学  

環境情報学部 

 

栗原市では、特定の人達に対し

て一意に情報を配信できるエ

リア・ワンセグを被災時に活用

できると考え研究しており、そ

こで得られた知見に、今回の東

日本大震災での経験を踏まえ、

エリア・ワンセグの有効性、運

用性、保守性についてお話を伺

った。 

１１月１日 

（火） 

東京都 新宿区 

区長室 危機管理課 

危機管理係 

帰宅困難者対策としてエリ

ア・ワンセグの活用を検討・実

験しており、将来的な運用や課

題について伺った。 

静岡県 島田市 

総務部 総務課 

情報政策係 

静岡県 三島市 

企画部  

情報システム課 

情報政策室 

（
１
）
現
状
の
把
握
（
２
）
「
有
効
性
」
「
運
用
性
、
保
守
性
」
の
検
証 

１２月２２日 

（木） 
※三者同時にヒ
アリング調査を
実施。 

静岡県 掛川市 

ＩＴ政策課 

新たなディバイス・タブレット

端末を活用した情報・コミュニ

ケーション支援について、島田

市、三島市、掛川市が共同で調

査研究をしており、エリア・ワ

ンセグとこれまでの調査結果

を比較いただきつつ、エリア・

ワンセグに期待すること及び

その課題を中心に意見交換を
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情報課推進係 行った。 

（
３
）
運
用
性
の
評
価 

平成２４年 

２月２１日 

（火） 

宮城県 女川町 

企画課防災係 

災害対策本部総務班 

東日本大震災を現地で直接体

験した女川町職員に、エリア・

ワンセグのコンテンツ制作か

ら放送までの流れを体験して

いただき、実際に運用する立場

から運用性の評価をいただい

た。 

 

 

（２）視覚障がい者支援団体２団体、聴覚障がい者支援団体５団体 

本調査研究の仮説を導き出した「現状の避難所における情報伝達の課題」

の一つに挙げられている「視聴覚障がい者への情報・コミュニケーション

支援」の観点から、障がい者支援団体にもヒアリング調査を行った。 

まず、地方公共団体のヒアリングの結果から、特に、東日本大震災は広

域的であったことから、地域の通訳者等も被災され、全国的な組織による

サポートの必要性が浮かび上がってきたため、地方公共団体と協定を結び

有事に支援を行う障がい者支援団体に加え、全国レベルで活動をしている

団体にも御協力いただき、視聴覚障がい者対する「避難所における情報・

コミュニケーション支援の現状」「（エリア・ワンセグの）有効性」「運用性、

保守性」についてヒアリング調査を行った。 

 

表表表表１１１１－－－－２２２２    調査対象調査対象調査対象調査対象「「「「視覚障視覚障視覚障視覚障がいがいがいがい者支援団体者支援団体者支援団体者支援団体」」」」一覧一覧一覧一覧    

支援

対象 
日程 団体名 活動エリア 背景 

平成 

２ ３ 年

１ １ 月

１８日 

（金） 

アクセスサポー

トボランティア

（ＡＳＶ：全国視

覚障害者インタ

ーネット接続支

援連絡会） 

神戸・東京を

中心に、会員

の移動可能

範囲内（訪問

支援のため） 

インターネット利用の支援

として、読み上げソフトの

導入を支援している。ＩＴ

を活用した視覚障がい者の

情報収集の実態についてお

話を伺った。 

視
覚
障
が
い
者 

１ ２ 月

９日 

（金） 

特定非営利活動

法人 全国視覚

障害者情報提供

日本全国 東日本大震災では、日本盲

人福祉委員会のもとに設置

された「東日本大震災視覚
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施設協会 

（全視情協） 

障害者支援対策本部」と協

力し、震災後まもなく被災

地入りし、視覚障がい者に

対する情報支援を現地で行

うと共に、視覚障がい者情

報ネットワーク「サピエ」

を活用した被災地向けの情

報提供を継続して行う。こ

れらの活動の教訓から得

た、視覚障害の特性に配慮

した情報提供のあり方につ

いてお話を伺った。 

１ １ 月

２６日 

（土） 

特定非営利活動

法人 日本遠隔

コミュニケーシ

ョン支援協会 

（ＮＣＫ） 

日本全国 「遠隔パソコン文字通訳」

を通して、遠隔地にいなが

ら、送られてきた音声を文

字通訳し、現地で字幕とし

て表示。これまでの運用時

の課題や通訳者の体制につ

いて伺った。 

１ １ 月

３０日 

（水） 

新宿区登録手話

通訳者連絡会 

（新通連） 

新宿区内 緊急時に新宿区内の４避難

所に手話通訳者を派遣する

協定を新宿区と締結してお

り、その活動内容を通した

ご意見を中心に伺った。 

１ ２ 月

８日 

（木） 

特定非営利活動

法人 

ＣＳ障害者放送

統一機構 

（ＮＩＣＴ） 

日本全国 地上波の一般テレビ番組に

対応するリアルタイム字幕

と手話通訳をCS通信によっ

て全国の聴覚障害者に配信

するサービスを提供。これ

までの運用時の課題や通訳

者の体制について伺った。 

聴
覚
障
が
い
者 

１ ２ 月

８日 

（木） 

特定非営利活動

法人 全国聴覚

障害者情報提供

加盟施設の

ある都道府

県（正確な

聴覚障がい者に対して文字

や映像で情報を提供。聴覚

障害の特性に配慮した情報
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施設協議会 

（全聴情協） 

数） 提供のあり方についてお話

を伺った。 

視
聴
覚
障
が
い
者 

平成 

２４年 

１月 

１７日 

（火） 

国立大学法人 

筑波技術大学 

（筑波技術大学） 

全国から視

聴覚障がい

の学生を受

入れ 

平常時から「エリア・ワン

セグを活用した手話・字幕

情報配信実験」や「ワンセ

グ放送を用いた情報保障」

等に学内で取り組んでお

り、利用者である学生の意

見や運用面の課題を中心に

お聞きした。 

    

 

３ ヒアリング方法 

 

 各団体にヒアリング調査の協力を依頼し、面談形式で調査を行った。 
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第２節 ヒアリング調査結果の総括 

 

本ヒアリング調査の結果を整理・分析するとおおむね以下のことが言える。 

 

 東日本大震災では、実際の避難所内において、以下の理由から情報伝達の方

法が不足した。 

 

� 館内放送と掲示板をメインに情報伝達がされており、放送時に聞こえる場

にいなければ、又は掲示情報が見える場所まで行かなければ情報を入手す

ることが難しかった。 

� インターネットや電話などのインフラが不通となった。 

� テレビやラジオなど端末が不足していた。 

� 携帯電話やスマートフォンの充電ができなかった。 

 

 特に、視聴覚障がい者には、掲示板や放送での情報伝達では、内容が十分に

伝わらなかった。例えば、食事時間の変更を伝える張り紙がされても、視覚障

がい者には伝わらず、食事が摂れない障がい者が多かった。避難所では、この

ように更新情報が障がい者に伝わらない例が多数あった。 

 

 また、避難所では避難者に直接関係するような身近な生活情報や地域情報が

必要とされていたが、テレビやインターネットなどの情報源もローカル情報が

少ないため、実際に自分が避難しているエリアでどのくらいの被害があったの

か把握できなかった。 

 

 ローカル情報の配信に最も貢献したのがコミュニティＦＭラジオだったよう

だが、ラジオを持って避難した人は少なく、例えＦＭラジオがあったとしても、

耳の聞こえない人には役にたたなかった。 

 

 この現状から、避難所内でも情報伝達の多様化が必要であり、その一つとし

てエリア・ワンセグは、次の理由から有効であるとの意見があった。 

 

� 「「「「映像映像映像映像」「」「」「」「音声音声音声音声」」」」「「「「文字文字文字文字」」」」でででで情報伝達情報伝達情報伝達情報伝達がががが可能可能可能可能    

エリア・ワンセグは、「映像」「音声」「文字」で情報を手元のワンセグ受信

端末（ワンセグ対応の携帯電話やスマートフォンなど）に届けることがで

き、受け手が入手しやすい情報形態（「映像」「音声」「文字」）で、情報を
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受け取ることができると評価された。また、録画機能を使えば、放送時に

外出していた避難者へ正確に情報を伝えることも可能である。 

 

� 避難所避難所避難所避難所でのでのでのでの生活情報生活情報生活情報生活情報・・・・地域情報地域情報地域情報地域情報のののの情報配信情報配信情報配信情報配信ににににエリアエリアエリアエリア・・・・ワンセグワンセグワンセグワンセグがががが有効有効有効有効    

避難所では避難者に直接関係するような身近な生活情報や地域情報が必要と

されており、これらの地域密着型の情報を配信する手段としてエリア・ワンセ

グが有効であるとの意見が多かった。避難所では必要とされる情報が発災から

の時間の経過とともに変化することもあり、臨機応変に柔軟な対応ができるこ

とも評価された。 

 

� 避難時避難時避難時避難時ににににワンセグワンセグワンセグワンセグ受受受受信信信信がががが可能可能可能可能なななな汎用端末汎用端末汎用端末汎用端末をををを所持所持所持所持しているしているしているしている避難者避難者避難者避難者はははは多多多多くくくく、、、、エエエエ

リアリアリアリア・・・・ワンセグワンセグワンセグワンセグ利活用利活用利活用利活用のののの可能性大可能性大可能性大可能性大    

東日本大震災で避難所生活を経験した避難者は必ずといって良いほど携帯電

話やスマートフォンを身に着けていたとの回答があり、受信端末面から多くの

人がエリア・ワンセグを受信できる環境にあった。 

 

 ただし、エリア・ワンセグを災害時にスムーズに利用するには、次の点で注

意が必要である。 

 

� 被災時被災時被災時被災時のみののみののみののみの利用利用利用利用ではではではではワンセグワンセグワンセグワンセグ受信端末操作受信端末操作受信端末操作受信端末操作がががが不慣不慣不慣不慣れでれでれでれで利用利用利用利用のののの障壁障壁障壁障壁となとなとなとなるるるる

可能性可能性可能性可能性がありがありがありがあり、、、、平常時平常時平常時平常時からのからのからのからの運用運用運用運用ががががカギカギカギカギとなるとなるとなるとなる    

エリア・ワンセグの課題は、普段から使い慣れていないため、チューニング

（選局）操作に問題があるということ。災害時の利用につなげるには、平常時

からのエリア・ワンセグ放送の実施による視聴の習慣づけやチャンネル設定な

ど操作面の支援が必要であるとの意見があった。 

 

� 被災時被災時被災時被災時およびおよびおよびおよび平常時平常時平常時平常時のののの長期運用長期運用長期運用長期運用についてについてについてについてはははは、、、、運用体制運用体制運用体制運用体制をををを検討検討検討検討するするするする必要必要必要必要があがあがあがあ

るるるる    

有事に正しい情報を伝えるためなら行政での運用を検討するが、災害時

はほかにも優先すべき対応があり、長期にわたってすべてを行政で行うの

は難しいため、その他団体や避難者自身に協力を得られるとよいとの意見

があった。また、平常時の運用は民間事業者、有事は地方公共団体と運用

者を分けて検討している団体もあった。 
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 災害時のスムーズな運用へつなげる平常時の利用案として次のような意見が

出された。 

 

� 平常時平常時平常時平常時のののの利活用案利活用案利活用案利活用案にににに、、、、イベントイベントイベントイベントなどでなどでなどでなどで字幕解説付字幕解説付字幕解説付字幕解説付きできできできで放送放送放送放送するするするする「「「「付加情報付加情報付加情報付加情報

提供提供提供提供サービスサービスサービスサービス」」」」やややや録画機能録画機能録画機能録画機能をををを使使使使ったったったった「「「「議事録議事録議事録議事録サービスサービスサービスサービス」」」」がががが挙挙挙挙げられたげられたげられたげられた    

平常時の利活用案として、エリア・ワンセグの狭域性、リアルタイム性、

字幕・データ放送機能を活かし、リアルタイムに近い映像又はその場所特

有の情報に字幕などの付加情報をつけ放送するサービスや、録画機能を使

って「リアルタイム議事録」として提供するなどの意見があった。これら

のサービスは、既存の障がい者向け情報提供サービスの代替としての利用

も期待される。 

 

 このように、その場所に特化した情報が放送でき、手に持っている既存のワ

ンセグ受信端末に「映像」「音声」「文字」で情報を伝えてくれる情報・コミュ

ニケーション伝達手段は、避難所で孤立し支援が遅れがちな視聴覚障がい者に

とってとても貴重だとの意見があったが、健常者同様、ワンセグの操作に慣れ

が必要という点のほかに、配慮が必要な点として以下が挙げられた。 

    

� 新たに何か重要な動きがあった時にエリア・ワンセグを立ち上げるよう知

らせる仕組み。 

� 字幕・文字放送のコンテンツ制作のための通訳者又は翻訳システムなどと

の連携及び体制作り。 

 

 第２章では、これらのヒアリング調査結果の詳細を地方公共団体と障がい者

支援団体別に紹介する。 
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第第第第２２２２章章章章    ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング調査結果調査結果調査結果調査結果 

 

 第２章では、全体総括の裏付けとなるヒアリング調査の結果を、地方公共団

体と障がい者支援団体別に整理し、それぞれテーマごとに紹介する。 

 

 

第１節 地方公共団体へのヒアリング結果 

 

１ 避難所の情報・コミュニケーション支援の現状 

 

� 主主主主たるたるたるたる情報伝達手段情報伝達手段情報伝達手段情報伝達手段はははは「「「「館内放送館内放送館内放送館内放送」」」」とととと「「「「掲示板掲示板掲示板掲示板」」」」    

避難所での情報伝達は館内放送と掲示板が主。（新宿区、三島市） 

 

� 主主主主たるたるたるたる情報伝達手段情報伝達手段情報伝達手段情報伝達手段がないがないがないがない場合場合場合場合のののの代替手段代替手段代替手段代替手段    

過去開設された避難所の例では、学校の体育館の中に放送設備がない場所

もあり、大声で叫ぶか拡張マイクで情報を伝えていた。（三島市） 

 

� 避難者個別避難者個別避難者個別避難者個別ニーズニーズニーズニーズへのへのへのへの対応対応対応対応がががが困難困難困難困難    

東日本大震災では、大規模避難所でもテレビは１台しか無く、終日災害情

報番組が放送されていた。避難者個別のニーズには応えられていない。（栗

原市） 

 

� ローカルローカルローカルローカル情報情報情報情報はははは入手困難入手困難入手困難入手困難    

東日本大震災被災時に避難所で避難者がまず見たのは、ＹｏｕＴｕｂｅの

津波映像。どの情報源もローカル情報が少ないため、実際に自分が避難し

ているエリアでどのくらいの被害があったのか把握できなかった。（栗原

市） 

 

� 避難者避難者避難者避難者がががが必要必要必要必要とするとするとするとする情報情報情報情報はははは、、、、発災発災発災発災からのからのからのからの時間時間時間時間のののの経過経過経過経過とともにとともにとともにとともに変化変化変化変化    

今回の東日本大震災では、「発生～２４時間」「避難所立ち上げ直後」「数日

後」の時間経過の中で、避難者の情報ニーズに次のような変化が見られた。 

 

・発生～２４時間 

 自分が現在いる現在地が安全か否か 

・避難所立ち上げ直後 



10 
 

 配給／入浴など生きる上で最低限必要な情報 

 安否確認 

・数日後 

 いつ自宅へ戻れるか 

 ライフライン復旧情報 

 求人情報 

（栗原市） 

 

� 避難者避難者避難者避難者はははは必必必必ずしもずしもずしもずしも避難所内避難所内避難所内避難所内にににに終日終日終日終日いるわけではないいるわけではないいるわけではないいるわけではない    

学生や社会人は、昼間は学校や仕事に出かけており避難所にはいないため、

避難所で配信される情報が入手できなくなる。同じ避難所でも昼間と夜間

で中にいる避難者が違うことに注意すべき。（栗原市） 

 

� 避難所避難所避難所避難所ではではではでは、、、、携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話・・・・スマートフォンスマートフォンスマートフォンスマートフォンのののの所持率所持率所持率所持率ががががラジオラジオラジオラジオをををを上回上回上回上回るるるる    

ラジオを持ち込んでいる避難者は少ない。一方で、携帯電話・スマートフ

ォンをもっている避難者は、必ずと言っていいほど持参していた。（栗原市） 

 

� 避難所避難所避難所避難所でのでのでのでの障障障障がいがいがいがい者支援者支援者支援者支援のののの例例例例    

新宿区では、障がい者支援として手話通訳者が駆けつける避難所をあらか

じめ指定し、周知している。周知方法の一つも兼ね、４９の避難所で年１

回避難訓練を実施。手話通訳者が参加し、一連の流れを通して感じた問題

点を改善するよう努めている。（新宿区） 

 

 

２ エリア・ワンセグの利用想定場面 

 

� デマデマデマデマのののの打打打打ちちちち消消消消しにしにしにしに貢献貢献貢献貢献    

行政が運営することで、一意的に信頼性のある情報のみとなるので、デマ

の打ち消しに有効に作用すると思われる。（栗原市） 

 

� 文字文字文字文字・・・・映像映像映像映像・・・・音声音声音声音声でででで情報情報情報情報をををを正確正確正確正確にににに伝達伝達伝達伝達    

防災無線など音声情報のみでは受け手が自分に都合よく拡大解釈すること

がある。（新宿区） 
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� 録画機能録画機能録画機能録画機能をををを活用活用活用活用しししし、、、、作業効率作業効率作業効率作業効率ををををアップアップアップアップ    

行政としても放送の記録を残しておく必要があるため、エリア・ワンセグ

で緊急放送を流し、受信端末で自動的に録画ができると、後で見直すこと

ができ、緊急時の作業効率が上がる。（新宿区） 

 

� 早早早早くくくく、、、、簡便簡便簡便簡便にににに、、、、必要必要必要必要なななな情報配信情報配信情報配信情報配信がががが可能可能可能可能    

避難者の名簿は作成に時間がかかるため、とりあえずその避難所にいる避

難者の顔だけを映像で撮影し、安否情報として放送しておく。（少なくとも、

これを撮影した時点で、この避難者がこの場にいたことがわかる）（掛川市） 

 

� ローカルローカルローカルローカル情報情報情報情報のののの配信手段配信手段配信手段配信手段としてとしてとしてとして期待期待期待期待    

発災から二、三日後には、ローカル情報に特化した情報発信手段として有

効活用できるのではないか。（島田市） 

 

� 有事有事有事有事にににに人人人人がががが密集密集密集密集しやすいしやすいしやすいしやすい場所場所場所場所のののの現状現状現状現状をををを配信配信配信配信しししし、、、、人人人人のののの流流流流れをれをれをれを誘導誘導誘導誘導    

混雑情報、電車運行状況を含む有事の駅前のライブ映像。これを配信する

ことで、例えば、現在電車が動いておらず、駅前が人で溢れかえっている

ことが事前にわかれば、これから駅へ向かう人が少なくなり、混乱をさけ

ることができる。（新宿区） 

 

 

３ エリア・ワンセグの運用想定場面 

 

� 長期運用長期運用長期運用長期運用にににに備備備備ええええ、、、、地方公共団体以外地方公共団体以外地方公共団体以外地方公共団体以外のののの運用者運用者運用者運用者のののの検討検討検討検討もももも必要必要必要必要    

有事に正しい情報を伝えるためなら行政で運営をすることも検討するが、

長期になると行政ですべてのコンテンツを準備するのは難しいため、ＮＰ

Ｏ、ボランティア、住民たちにコンテンツ作りを協力してもらうのは、と

ても現実的。避難所にいる避難者は、自分にできることを探しているので、

このような人達の精神衛生上にもよく、協力を得られると思う。現在実験

している限りでは、中学生でも二、三日教えれば、操作できそうなレベル

である。（栗原市） 

 

� 平時平時平時平時とととと有事有事有事有事でででで運用者運用者運用者運用者をををを分分分分けることもけることもけることもけることも検討検討検討検討    

平常時の運用は民間事業者、有事は区運用することを想定している。（新宿

区） 



12 
 

� コミュニティチャンネルコミュニティチャンネルコミュニティチャンネルコミュニティチャンネルとととと同程度同程度同程度同程度ならならならなら市市市市でのでのでのでの運用運用運用運用もももも可能可能可能可能    

過去に運用していたＣＡＴＶのコミュニティチャンネルと同程度の内容な

ら市で運用できるのではないか。（島田市） 

 

� 『『『『ワンソースワンソースワンソースワンソース、、、、マルチユースマルチユースマルチユースマルチユース』』』』ででででコンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ制作制作制作制作のののの負荷軽減負荷軽減負荷軽減負荷軽減をををを    

コンテンツ制作の負荷を減らすため、一つのコンテンツを複数の情報配信

手段で流用できるような設計であることが望ましい。（島田市） 

 

 

４ エリア・ワンセグ利用にあたっての課題 

 

� 操作操作操作操作のののの課題課題課題課題をををを解決解決解決解決するにはするにはするにはするには、、、、平常時平常時平常時平常時からのからのからのからの利用利用利用利用がががが不可欠不可欠不可欠不可欠    

エリア・ワンセグの課題は、普段使い慣れていないため、チューニング（選

局）操作に問題があるということ。そのような意味でも、平常時の使い方

は重要。あらかじめアプリをダウンロードしてもらうなど有事の際でもス

ムーズに見てもらえるようなことを検討する必要がある。（栗原市、新宿区、

島田市、三島市、掛川市） 

 

� 災害時災害時災害時災害時のののの免許制度免許制度免許制度免許制度    

災害時にスムーズに開局できるような制度や特例があると良い。あらかじ

め使用可能なチャネル・エリアを調べておくことが必要。災害時の免許手

続に関する特例があると良い。（栗原市） 

 

 

第２節 障がい者支援団体へのヒアリング結果 

 

１ 視聴覚障がい者の平常時における情報入手手段と東日本大震災での実態 

 

 今回の東日本大震災では、避難所における視聴覚者への情報伝達が不十分だ

ったとの意見があった。このため、平常時における視聴覚障がい者の情報入手

手段と、災害時の実態を表２－１において比較した。 
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表表表表２２２２－－－－１１１１    視聴覚障視聴覚障視聴覚障視聴覚障がいがいがいがい者者者者のののの情報入手手段情報入手手段情報入手手段情報入手手段とととと東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災ででででのののの実態実態実態実態 

 情報入手手段（平常時） 東日本大震災での実態 

自宅自宅自宅自宅でのでのでのでの主主主主なななな情報収集方法情報収集方法情報収集方法情報収集方法はははは「「「「パソパソパソパソ

コンコンコンコン」」」」、、、、読読読読みみみみ上上上上げげげげソフトソフトソフトソフトがががが必須必須必須必須    

視覚障がい者は、パソコンを使って

生活に必要な情報を入手することが

多く、読み上げソフトなどを利用し、

音声で画面上の必要な情報を読み上

げ、ショートカットキーを多用して

ＰＣを操作している。 

また、小さいパソコンを持ち歩き、

ワンセグのチューナーをつけてワン

セグを見ているが、チャンネルの切

り替えがソフトによってはうまく読

み上げられない、マウスを使った操

作が多い、録画がショートカットキ

ーだけではうまくいかないなど課題

がある。（全国視覚障害者インターネ

ット接続支援連絡会（ＡＳＶ） 

「「「「文字文字文字文字だけだけだけだけ」」」」のののの情報配信情報配信情報配信情報配信ではではではでは不十分不十分不十分不十分    

食事の時間が変更になった張り紙

がされても、視覚障がい者には伝わ

らず、食事が摂れない障がい者が多

かった。避難所では、このように張

り紙でされた更新情報が障がい者

に伝わらない例が多数あった。（全

視情協） 

 

せっかくのせっかくのせっかくのせっかくの支援支援支援支援もそのもそのもそのもその実施情報実施情報実施情報実施情報がががが

伝伝伝伝わらなかったためわらなかったためわらなかったためわらなかったため利用利用利用利用までまでまでまで至至至至らららら

ずずずず    

震災後比較的早い段階で、視覚障が

い者へラジオの無料配布がされて

いたにもかかわらず、６月になって

もこの無料配布の事実を知らない

視覚障がい者が５割～７割もいた。

（全視情協） 

視

覚

障

が

い

者 

テレビテレビテレビテレビ放送放送放送放送はははは「「「「聞聞聞聞くくくく」」」」、、、、今今今今そのそのそのその方法方法方法方法

がががが求求求求められているめられているめられているめられている    

テレビの地デジ化以前は、視覚障が

い者はテレビの放送をＦＭラジオで

聞いていた。現在はインターネット

の「ｒａｄｉｃｏ．ｊｐ」を利用さ

れる人が多いが、テレビ放送を聞け

る方法が限定され困っている。（ＡＳ

Ｖ、特定非営利活動法人全国視覚障

害者情報提供施設協会（全視情協）） 

 

テレビテレビテレビテレビ放送放送放送放送はははは補完補完補完補完サービスサービスサービスサービスをををを利用利用利用利用

しししし視聴視聴視聴視聴    

特定非営利活動法人ＣＳ障害者放送

避難所避難所避難所避難所におかれたにおかれたにおかれたにおかれたテレビテレビテレビテレビではではではでは情報情報情報情報

がががが行行行行きききき届届届届かずかずかずかず    

ＴＶでの緊急速報やテロップ情報

には音声がつかないため、視覚障が

い者に情報が伝わらなかった。（Ｎ

ＩＣＴ、全視情協） 

 

本当本当本当本当にににに必要必要必要必要ななななローカルローカルローカルローカル（（（（自分自分自分自分にににに直接直接直接直接

関係関係関係関係するするするする））））情報情報情報情報がががが不足不足不足不足    

避難所に設置されているＴＶで放

送されているのは、ほかの被災地の

情報ばかりで、自分がいる場所の様

子がわからなかった。（新通連、Ｎ

ＩＣＴ、全聴情協） 
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統一機構（ＮＩＣＴ）では、日常的

な情報の字幕・手話放送を衛星波で

配信。専用ＣＳ受信機があれば、日

本中どこでも受信できる。（ＮＩＣ

Ｔ） 

携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話はははは生活必需品生活必需品生活必需品生活必需品    

携帯電話は視覚障がい者の生活必需

品であり、外出時には、ほとんどの

視覚障がい者が携帯電話を身に着け

ている。（ＡＳＶ） 

弱視弱視弱視弱視のののの人人人人はははは、、、、画面画面画面画面にににに顔顔顔顔をををを近近近近づけるこづけるこづけるこづけるこ

とでとでとでとで、、、、文字文字文字文字でのでのでのでの情報収集情報収集情報収集情報収集がががが可能可能可能可能にににに    

弱視の人は、文字からも情報を入手

する。その際、ＰＣに拡大鏡をつけ

る又は画面に顔を近づけると見やす

い。この点、携帯電話は自分の手元

にあるため顔を近づけやすくニーズ

がある。（ＡＳＶ） 

利用率利用率利用率利用率のののの高高高高いいいい携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話キャリアキャリアキャリアキャリアはははは

ドコモドコモドコモドコモ    

視覚障がい者が使いやすい携帯機種

はある程度限られており、ドコモを

利用している率が非常に高い。ドコ

モは音声対応が進んでおり、これで

ワンセグを視聴している視覚障がい

者もいる。（全視情協） 

頼頼頼頼みのみのみのみの綱綱綱綱のののの携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話がつながりにがつながりにがつながりにがつながりに

くいくいくいくい状態状態状態状態にににに    

東日本大震災では、携帯電話で知人

に電話をかけ、状況を聞こうとした

視覚障がい者が多かったが、電話が

つながりにくかったとの報告があ

る。（ＡＳＶ） 

音声音声音声音声でででで情報情報情報情報をををを得得得得るためにるためにるためにるために、、、、複数複数複数複数のののの専専専専

用端末用端末用端末用端末をををを持持持持ちちちち歩歩歩歩くくくく    

視覚障がい者向けに様々な情報を音

声で提供するサービスがいくつかあ

るが、受信するためにはそれぞれ専

用の受信機が必要。これらの受信機

は、専用であるがゆえに値段が高く、

且つ、それぞれのサービス分の端末

避難所避難所避難所避難所ではではではではサービスサービスサービスサービスがががが利用利用利用利用できずできずできずできず    

専用サービスであるがゆえに、避難

所に設備がなく、利用ができなかっ

た。また、必要な専用端末を必ずし

も持ち歩いているとは限らない。

（全視情協） 
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を持ち歩かなくてはならない。（全視

情協） 

「「「「文字文字文字文字」」」」情報情報情報情報はははは聴覚障聴覚障聴覚障聴覚障がいがいがいがい者共通者共通者共通者共通のののの

情報入手手段情報入手手段情報入手手段情報入手手段    

障害の状態や生活環境によって、手

話・口話・筆談と主な情報入手手段

に違いはあるが、「文字」は共通して

利用される。（新通連、国立大学法人

筑波技術大学（筑波技術大学）） 

「「「「音声音声音声音声」」」」のみののみののみののみの情報配信情報配信情報配信情報配信でででで情報情報情報情報がががが十十十十

分分分分にににに行行行行きききき届届届届かずかずかずかず    

避難所で、周りにコミュニティラジ

オを聴いていた避難者がいた。最初

は内容を（筆談などで）教えてもら

っていたが、毎日尋ねるのも気が引

けるため、だんだんと質問さえしな

くなった。放送内容のアウトライン

だけでも文字でわかれば、必要な放

送があったときに健聴者に質問で

きるが、それもなかったので、どの

ように質問すればよいかさえわか

らなかった。（筑波技術大学） 

聴

覚

障

が

い

者 

主主主主たるたるたるたる情報収集手段情報収集手段情報収集手段情報収集手段はははは「「「「メールメールメールメール」」」」    

普段の情報収集はメールのやりとり

で行うことが多い。（新宿区登録手話

通訳者連絡会（新通連）） 

インターネットインターネットインターネットインターネット網網網網がががが不通不通不通不通にににに、、、、通訳者通訳者通訳者通訳者

もももも人不足人不足人不足人不足でででで支援支援支援支援がががが十分十分十分十分にににに行行行行きききき届届届届かかかか

ずずずず    

インターネット網や電話も使えず、

発災から 1ヶ月間程度は、障がい者

に手話や筆談での情報支援を人海

戦術で行ったが、通訳者の人手不足

が目立った。災害時には手話通訳者

自身も被災している可能性が高く、

ボランティアのため避難所にすぐ

駆けつけられないこともある。（新

通連、ＮＣＫ、全聴情協、全視情協） 

 

ツイッターツイッターツイッターツイッターでのでのでのでの情報交換情報交換情報交換情報交換がががが活発活発活発活発にににに

行行行行われるがわれるがわれるがわれるが、、、、デマデマデマデマがががが出回出回出回出回るなどるなどるなどるなど課題課題課題課題

もももも    

聴覚障害者の間では、ツイッターを

使って情報が飛び交ったが、デマも

多かった。（特定非営利活動法人全
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国聴覚障害者情報提供施設協議会

（全聴情協）） 

電話電話電話電話のののの基本機能以基本機能以基本機能以基本機能以外外外外もももも必要必要必要必要にににに応応応応じじじじ

てててて活用活用活用活用    

テレビ電話で手話をする聴覚障がい

者もいる。（新通連） 

被災後被災後被災後被災後インフラインフラインフラインフラがががが不通不通不通不通となりとなりとなりとなり、、、、普段普段普段普段

利用利用利用利用しているしているしているしているサービスサービスサービスサービスもももも利用利用利用利用できできできでき

ずずずず    

被災後、電気は停電、インターネッ

ト網、電話も不通に。３月１１日後

から４月くらいまで被災地では聴

覚障害者には人海戦術で手話や筆

談で対応（ＮＣＫ） 

視

聴

覚

障

が

い

者

共

通 

視聴覚障視聴覚障視聴覚障視聴覚障がいがいがいがい者者者者    

聴覚障がい者は外見だけでは、障が

い者だと気づかれにくい。また、視

覚／聴覚を問わず自分が障がい者で

あることを知られたくない人が多

い。（ＡＳＶ、ＮＣＫ、新通連、ＮＩ

ＣＴ、全聴情協、全視情協、筑波技

術大学） 

避難所避難所避難所避難所というというというという新新新新しいしいしいしい環境環境環境環境、、、、人間関係人間関係人間関係人間関係

でででで「「「「障障障障がいがいがいがい」」」」についてについてについてについて周周周周りのりのりのりの理解理解理解理解がががが

得得得得られずられずられずられず孤立孤立孤立孤立するするするする場面場面場面場面もももも    

外見だけでは、障がい者だと気づか

れにくいことで、支援が遅れたり、

視覚／聴覚を問わず自分が障がい

者であることを知られたくない人

が多いため、不特定多数が集まる避

難所では、特に障がいについて周り

に黙っていることがあり、支援が行

き届かず、孤立している場合があっ

た。（ＡＳＶ、ＮＣＫ、新通連、Ｎ

ＩＣＴ、全聴情協、全視情協、筑波

技術大学） 

 

 

２ エリア・ワンセグの利用想定場面 

 

� 障障障障がいがいがいがい者者者者へのへのへのへの避難所避難所避難所避難所でのでのでのでの生活情報生活情報生活情報生活情報ややややエリアエリアエリアエリア情報情報情報情報をををを伝伝伝伝えるえるえるえる手段手段手段手段にににに最適最適最適最適    

避難所で不足しがちな障がい者への生活情報やエリア情報を伝える手段と

して非常に適していると思う。目が見えない人は、避難所のレイアウトや

トイレの位置など、まず移動に困る。聞こえない人は情報が全く入ってこ

ないため、安否情報がわからず精神的に非常に不安。（ＡＳＶ、ＮＣＫ、新

通連、ＮＩＣＴ、全聴情協、全視情協、筑波技術大学） 
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� 障障障障がいがいがいがい者者者者のみでなくのみでなくのみでなくのみでなく、、、、通訳者通訳者通訳者通訳者にとってもにとってもにとってもにとっても安心材料安心材料安心材料安心材料にににに 

視覚障がい者は１人では避難所に行けないが、聴覚障がい者は１人で避難

所に行ける。しかし、必ずしも、災害時に手話通訳者等が駆け付けること

になっている避難所に避難できるとは限らない。避難できたとしても、手

話通訳者等が被災している場合、交通等の途絶により勤務先から駆けつけ

られない場合、通訳者の人数が足りない場合等が十分想定される（今回の

震災で痛感した）。手話通訳者が駆け付けるまでの間も、エリア・ワンセグ

等で文字や手話放送等による情報提供がされれば、我々手話通訳者も聴覚

障がい者も助かる。（新通連） 

 

� 字幕字幕字幕字幕やややや音声音声音声音声でのでのでのでの放送放送放送放送はははは、、、、一般人一般人一般人一般人にもにもにもにも有益有益有益有益    

会議などで字幕をつけて流すと、健聴者も字幕を読んでいる。字幕は配信

内容の理解を助ける傾向にあるよう。このため、字幕や音声での放送は、

障がい者だけでなく、一般にも有益なはずである。（ＮＣＫ、ＮＩＣＴ） 

 

� 個人個人個人個人個人個人個人個人にににに適適適適したしたしたした方法方法方法方法でででで視聴視聴視聴視聴ができるができるができるができるサービスサービスサービスサービス    

エリア・ワンセグは手元にある端末で各自視聴できるため、障がい者が周

りを気にせず画面に顔を近づけるなど、一番見やすい方法で視聴できる。

（ＡＳＶ）避難所に設置してあるＴＶはほかの避難者と共有しているため、

自分の都合にあわせて音を大きくしたり、見えやすい場所に自由に移動し

たりすることが難しいが、エリア・ワンセグでは、その心配がない。（全視

情協） 

 

� 情報見逃情報見逃情報見逃情報見逃しのしのしのしの不安不安不安不安をををを解消解消解消解消すすすするるるる録画機能録画機能録画機能録画機能    

聴覚障がい者は、画面から目を離した瞬間に情報量がゼロになる。エリア・

ワンセグは録画機能も備えているため、情報の見逃しがなく、好きな時に

手元で再生できるため安心感がある。（筑波技術大学） 

 

 

３ エリア・ワンセグ利用にあたっての課題 

 

� 操作操作操作操作    

ワンセグ機能の立ち上げからチャンネル設定までと録画・再生操作が難し

いため、平常時からエリア・ワンセグを利用する機会を増やすことはもち

ろん、避難所ではあらかじめ一定のボタンに必要なワンセグ操作登録をし
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た携帯端末を用意するか、ショートカットキーで操作できるワンセグ視聴

が可能なＰＣを用意するべきではないか。（ＡＳＶ、ＮＣＫ、新通連、ＮＩ

ＣＴ、全聴情協、全視情協、筑波技術大学） 

 

� 情報更新情報更新情報更新情報更新やややや緊急放送緊急放送緊急放送緊急放送のののの告知告知告知告知    

新たに何か重要な動きがあった時にエリア・ワンセグを立ち上げるよう知

らせる仕組みを検討しておく必要がある。（ＡＳＶ、新通連） 

 

� 携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話のののの電池電池電池電池    

障がい者は連続視聴が必要なため、優先的に電源の手配をしたり、充電可

能な電池の準備をしたりする必要がある。（ＡＳＶ、ＮＣＫ、新通連、ＮＩ

ＣＴ、全聴情協、全視情協、筑波技術大学） 

 

� 通訳者通訳者通訳者通訳者やややや翻訳翻訳翻訳翻訳システムシステムシステムシステムのののの確保確保確保確保    

障がい者向けのコンテンツを制作する場合、手話・文字通訳・要約筆記な

ど必要とされることがあり、通訳者又は翻訳システムなどとの連携及び体

制作りを考慮する必要がある。（ＮＣＫ、ＮＩＣＴ） 

 

� 障障障障がいがいがいがい者向者向者向者向けけけけ情報配信情報配信情報配信情報配信のののの必要必要必要必要手段手段手段手段としてとしてとしてとして検討検討検討検討をををを    

障がい者向け情報配信にエリア・ワンセグを活用することを国、地方公共

団体、障がい者支援団体等が検討すべき。（全視情協） 

 

 

４ 平常時のエリア・ワンセグの利活用案 

 

� 会議会議会議会議ややややイベントイベントイベントイベントなどでのなどでのなどでのなどでの字幕放送字幕放送字幕放送字幕放送    

各障がい者が通訳者を手配する必要がなくなり障がい者個人の負担が軽く

なる。また、健聴者向けのサービスともなりうる。（ＮＣＫ） 

 

� 録画機能録画機能録画機能録画機能をををを活活活活かしたかしたかしたかした「「「「リアルタイムリアルタイムリアルタイムリアルタイム」」」」議事録議事録議事録議事録サービスサービスサービスサービス    

以前、文字通訳をした会議のデータを議事録として提供したところ、細か

い文言は若干正確性に劣るが、テープ起こしに比べ早いことから、ニーズ

があった。エリア・ワンセグでも録画機能を活かし、文字通訳を付けたエ

リア・ワンセグ放送を「リアルタイム」議事録として提供。（ＮＣＫ） 
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� パーソナルパーソナルパーソナルパーソナル・・・・小小小小グループグループグループグループ向向向向けけけけサービスサービスサービスサービス    

ある学校の授業などテレビ放送とは違うパーソナル・小グループ向けサー

ビス。（ＮＣＫ、筑波技術大学） 

 

� 学校教材学校教材学校教材学校教材    

学校単位で設置し、学校教材として利用。（ＮＣＫ、筑波技術大学） 

 

� 要約筆記要約筆記要約筆記要約筆記ののののツールツールツールツールとしてとしてとしてとして活用活用活用活用    

現在は、通訳した字幕を表示するためプロジェクターが必ず必要で準備が

大変。会議や授業でプロジェクターの代替としてエリア・ワンセグを利用。

（ＮＣＫ、筑波技術大学） 

 

� 既存視覚障既存視覚障既存視覚障既存視覚障がいがいがいがい者者者者向向向向けけけけサービスサービスサービスサービスのののの代替代替代替代替    

現在視覚障がい者向けに様々な専用ハードにて情報提供がされているもの

の代替として、汎用機一つで健常者も障がい者も皆使えるもの。（全視情協） 

（一例） 

・行政の広報手段 

・施設案内 

・音声時計 

 

� 視覚障視覚障視覚障視覚障がいがいがいがい者向者向者向者向けけけけアンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査    

視覚障がい者の場合、ボランティアが設問を読み上げ、回答を書き込まな

ければならないため、システム的に双方向で調査ができるもの。（全視情協） 

 

 

第３節 運用検証ヒアリング結果 

 

 実証実験アンケートでも利用したシステムを使って、コンテンツ（文字映像

＋音声）制作～配信までの運用の流れを手順化し、女川町職員に対しデモを実

施した。その内容について、理解性（手順の複雑さ）、操作性（かかる手間や時

間）について、記述式で評価をしてもらった。今回、体験いただいたのは、Ｐ

Ｃは普段から良く利用するが、映像ソフトを使用したことはない職員であった。

また、ヒアリングの最後に意見交換も行っている。 

 本評価結果については、評価者が１名だけとなってしまったため、参考値と

して記載する。 
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１ 作業工程数とエリア・ワンセグ編集ソフトについて 

 

� 現状現状現状現状のままではのままではのままではのままでは作業工程数作業工程数作業工程数作業工程数がががが多多多多くくくく、、、、システムシステムシステムシステムのののの改善改善改善改善がががが必要必要必要必要    

文字の打ち込みや音声の録音などコンテンツの素材作成は、複雑であるが

操作ができるレベルであったが、ワンセグコンテンツへの変換や編成など、

ワンセグコンテンツ制作特有の作業は、一人では操作が難しく、工程数も

多すぎるとの回答だった。 

 

運用
作業

運用工程
運用副
工程数

理解性（複雑さ） 操作性（かかる手間や時間） その他

Ａ）パワーポイントに文字を打ち込む。 2 ４　問題なく操作できる ３　慣れれば許容範囲内　

B) 一ページずつ画面キャプチャする。 6 １　ひとりでは操作ができそうにない　　　 1　かかりすぎる　 　　□　マニュアルがわかりづらい

C) 記事を読み上げ、ICレコーダーで録音する。 8 ２　複雑だが操作できる ３　慣れれば許容範囲内

D) 音声データをPCに取り込む。 4 ２　複雑だが操作できる ２　どちらかといえばかかる　

E) 映像編集ソフト（Windowsムービーメーカー）で
合成する。 13 ２　複雑だが操作できる ２　どちらかといえばかかる　

F) 出来上がったムービーファイルをワンセグコン
テンツに変換する。 5 ３　少し複雑だがスムーズに操作できる　 ３　慣れれば許容範囲内　　

G) 変換したワンセグコンテンツを編成する。 26 １　ひとりでは操作ができそうにない　　 1　かかりすぎる　 　□　工程数が多い

H) 編成した情報を送信機へ送る。 9 １　ひとりでは操作ができそうにない　　　 1　かかりすぎる　 　□　工程数が多い　　

I) 指定した時間に放送が開始されます。実際に受
信して確認してください。 1 １　ひとりでは操作ができそうにない　 ２　どちらかといえばかかる　 　□　工程数が多い　　

デ
ー

タ
放
送

A） データ放送管理サイトで編集し配信する。 13 ２　複雑だが操作できる 1　かかりすぎる 　□　工程数が多い

文
字
映
像
＋
音
声
　
制
作

か
ら
配
信
ま
で

 

図図図図２２２２－－－－１１１１    記述式評価記述式評価記述式評価記述式評価のののの結果結果結果結果（（（（参考値参考値参考値参考値）））） 

 

� ソフトソフトソフトソフトはははは使使使使いやすいものがいやすいものがいやすいものがいやすいものが必要必要必要必要    

本ヒアリングでは、無償のソフトを組み合わせて利用していたが、煩雑な

印象だった。オールインワンで同じインタフェースで使えるソフトとファ

イル変換も自動でできるものが必要である。 

 

� インフラインフラインフラインフラにににに依存依存依存依存しないしないしないしないソフトソフトソフトソフトがががが必須必須必須必須    

災害時はインフラが不通となっている可能性があるため、ＡＳＰなどネッ

トを介して利用しなければならないソフトは使えない。 

 

� 地域連携地域連携地域連携地域連携をををを可能可能可能可能にするにするにするにするソフトソフトソフトソフトがががが必要必要必要必要    

現在、女川の住民が石巻の仮設住宅に入っているという現状がある。エリ

ア・ワンセグで地元の情報を流せるように地域連携ができるようなインタ

フェースを作っておく必要がある。 
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２ 運用について 

 

� 作業人員確保作業人員確保作業人員確保作業人員確保のののの工夫工夫工夫工夫としてとしてとしてとして時間限定時間限定時間限定時間限定ののののエリアエリアエリアエリア・・・・ワンセグワンセグワンセグワンセグ放送放送放送放送をををを検討検討検討検討    

放送時間を決めて放送することで、作業時間を限定できるため、作業人員

確保の面からも現実的。 

 

� 町町町町でのでのでのでの運用運用運用運用はははは「「「「業務委託業務委託業務委託業務委託」」」」がががが現実的現実的現実的現実的だがだがだがだが、、、、配信内容配信内容配信内容配信内容のののの承認承認承認承認プロセスプロセスプロセスプロセスをををを検討検討検討検討

するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある    

町で運用するとしたら「業務委託」が現実的だが、配信する内容の責任は、

最終的には役所が負わなければならい。承認プロセスを経ると配信まで時

間がかかるため、どのようにルールを作っていくかが課題。 

 

 

３ エリア・ワンセグで流すコンテンツについて 

 

� メールメールメールメールややややウェブウェブウェブウェブののののコンテンツコンテンツコンテンツコンテンツよりもよりもよりもよりも要約要約要約要約したしたしたした情報情報情報情報にすることがにすることがにすることがにすることが望望望望ましいましいましいましい    

ワンセグで流すコンテンツは、ある程度文字数のルールを決め、メールや

ウェブのコンテンツよりも要約した情報にすることが受信者側にとっても

送信者側にとっても必要。 

 

 

４ エリア・ワンセグの活用法について 

 

� 現状現状現状現状のののの防災防災防災防災情報配信情報配信情報配信情報配信のののの仕組仕組仕組仕組みのみのみのみの補完補完補完補完ツールツールツールツールにににに    

隣町の石巻では、現在メールで仮設住宅の住民に防災情報を配信している。

情報入手後、庁舎に移動しソフトを立ち上げ、メールを打ち配信するため、

早くて１０分～１５分かかっている。また、最近では防災情報以外も送ら

れてくるため、だんだんとメールを読んでもらえなくなっているという現

状もある。中にはメールを使わない人や、防災メールへの登録をしない人

もいるため、広報車などで補完している。 

このように、広く一般に届けなければならない情報を配信する手段を補完

するツールとしてエリア・ワンセグが利用できるのであれば、今後、地方

公共団体においてエリア・ワンセグの導入が検討される可能性もある。 
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第第第第３３３３章章章章    考察考察考察考察 

 

避難所での情報・コミュニケーション支援において、エリア・ワンセグは、

次の用途に有効だということが確認できた。 

 

� 視覚／聴覚障がい者に限らず、多くの避難者に情報を届けるツールとして

有効。 

� 避難者自身に直接関係する身近な生活情報・地域情報の配信。 

� 発災後の時間の経過と共に変化する避難者のニーズにあった情報の配信。 

� 録画機能による情報の見逃し防止、正確な情報の伝達、放送内容の記録。 

 

 受信端末面からも、避難所では、ワンセグ機能付き携帯電話やスマートフォ

ンを身に着けている被災者は多く、エリア・ワンセグを多くの方に活用いただ

ける可能性が高い。 

しかし、実際の利用につなげるには次の課題について検討をする必要がある。 

 

� 操作操作操作操作：：：：平常時平常時平常時平常時からのからのからのからの運用運用運用運用とととと避避避避難所難所難所難所でのでのでのでの操作支援操作支援操作支援操作支援のののの検討検討検討検討をををを    

平常時からエリア・ワンセグが利用できる環境を作り、チャンネル登録を

すませておき、操作に慣れておくことが必要である。 

また、避難所にマニュアルを準備しておくことも有効であると考える。 

操作の難易度とマニュアルの有効性については、地方公共団体におけるエ

リア・ワンセグ活用に関する調査研究業務【アンケート調査報告書】を参

照のこと。 

 

� 受信端末受信端末受信端末受信端末のののの充電池充電池充電池充電池：：：：避難所避難所避難所避難所にににに備品備品備品備品をををを準備準備準備準備    

受信端末のバッテリーがなくては、情報収集にそもそも使えないので、避

難所に、電源アダプターや充電可能な電池を準備しておくべき。 

 

� 避難者避難者避難者避難者ニーズニーズニーズニーズのののの変化変化変化変化にににに柔軟柔軟柔軟柔軟にににに対応対応対応対応できるできるできるできる情報制作情報制作情報制作情報制作・・・・配信配信配信配信のののの方法方法方法方法がががが必要必要必要必要    

掲示版の文字情報、新聞記事、避難所内・周辺の状態などを、専門の知識

のない避難者でも操作が可能な家庭用ビデオカメラやスマートフォンのカ

メラで撮影し、エリア・ワンセグのコンテンツとして放送することが可能

である。これらの方法で撮影をしたコンテンツが、避難所で情報を伝える

に十分な品質であるかを実証実験にて検証した。結果は、地方公共団体に

おけるエリア・ワンセグ活用に関する調査研究業務【アンケート調査報告
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書】を参照のこと。 

 

� 運用体制運用体制運用体制運用体制：：：：被災状況被災状況被災状況被災状況によによによによってはってはってはっては指定指定指定指定のののの運用者運用者運用者運用者だけではだけではだけではだけではすべすべすべすべてのてのてのての運用運用運用運用がががが難難難難しししし

いいいい状況状況状況状況もももも起起起起こりこりこりこり得得得得るるるる。。。。被災時被災時被災時被災時でもでもでもでも運用運用運用運用できるようできるようできるようできるよう、、、、地元地元地元地元だけではなくだけではなくだけではなくだけではなく、、、、広広広広

範囲範囲範囲範囲にににに渡渡渡渡ってってってって、、、、様様様様々々々々なななな団体団体団体団体とのとのとのとの協力体制協力体制協力体制協力体制をををを事前事前事前事前にににに検討検討検討検討しておくべきしておくべきしておくべきしておくべき。。。。    

 エリア・ワンセグを避難所運営委員会で運営するにあたって、災害時に

は職員自身が被災していたり、その他の重要な業務を優先しなければなら

なかったりするため、他の地方公共団体との応援体制をつくることや、事

前に協定などを締結しておき、避難所でのエリア・ワンセグのコンテンツ

制作・運用などをＮＰＯ団体・ボランティア団体又は避難住民自らの有志

の協力を得て負担の軽減することも検討すべき。特に、都道府県をまたい

で横のつながりのある団体であれば地元の団体が被災した場合でも、運用

の引継ぎがスムーズに行えるのではないかと思われる。 

 また、災害時にスムーズにエリア・ワンセグを活用するには、平常時か

らエリア・ワンセグを運用又は利用できる状態にしておくことが必要であ

るため、避難訓練やイベントのほか、平常時の運用・コンテンツ制作体制

を検討しておくことが望ましい。 

 

� 字幕字幕字幕字幕、、、、手話放送手話放送手話放送手話放送ののののコンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ制作体制制作体制制作体制制作体制をををを整備整備整備整備    

視聴覚障がい者向けのコンテンツを制作する場合、手話・文字通訳・要約

筆記など必要とされることがあり、通訳者又は翻訳システムなどとの連携

及び体制作りを検討しておくべき。 

 

� 無線局無線局無線局無線局開局開局開局開局手続手続手続手続きききき：：：：事前準備事前準備事前準備事前準備がががが必要必要必要必要    

避難所でエリア・ワンセグを実施するためには、無線局を開設しなければ

ならないため、あらかじめ使用可能なチャンネルや機器の手配をすると共

に避難所開設から無線局運用開設までのフローを整理し、可能であれば平

常時に免許を取得し終え、普段より運用しておくことが必要である。 

 

� 災害時災害時災害時災害時ののののスムーズスムーズスムーズスムーズなななな開局開局開局開局・・・・運用運用運用運用にににに向向向向けてのけてのけてのけての準備準備準備準備    

避難所候補地ごとに使用可能なチャンネルを調べておく、他の地方公共団

体との人と機材の応援体制を構築しておく、基本コンテンツをあらかじめ

制作しておくなど、災害時にスムーズに開局・運用できるよう検討をする

べき。 
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 避難所で情報が行き届かないということは、生命財産をも危険にさらす。す

でに、視聴覚障がい者を含め多くの人が情報を受信できる状態にあるエリア・

ワンセグを避難所における情報・コミュニケーション支援ツールの一つとして、

上記検討事項を含め、各地方公共団体において情報伝達手段の多様化の検討が

求められている。 


